
薬剤師の確保・育成について
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年次 総数 薬局
病院・
診療所

その他

介護
施設

大学
医薬品
製造

医薬品
販売

行政
その他
従事

無職・
不詳

その他
計

H22 4,072 2,286 928 - 16 298 229 64 78 173 858

H24 4,125 2,386 945 - 16 281 175 70 72 180 794

H26 4,256 2,537 947 - 10 280 161 74 79 168 772

H28 4,393 2,666 989 - 10 277 147 76 64 164 738

H30 4,493 2,770 1,002 11 12 260 148 70 50 170 721

H30構成比 100.0 61.7 22.3 0.2 0.3 5.8 3.3 1.6 1.1 3.8 16.0

H30－H28 100 104 13 11 2 △ 17 1 △ 6 △ 14 6 △ 17

長野県内の薬剤師数

（単位：人、％）

（出典：医師、歯科医師、薬剤師統計）
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人口10万人当たりの薬剤師数（平成30年度）

（単位：人）

（出典：医師、歯科医師、薬剤師統計）

総 数

総 数
H28からの増減

（総数）
薬 局 病院・診療所 その他

長野県 217.8 134.3 48.6 34.9 7.4

全 国 246.2 142.7 47.4 56.1 8.8

比 較 △ 28.4 △ 8.4 1.2 △ 21.2 -
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医療圏別薬剤師数（平成30年度）

（単位：人）

（出典：医師、歯科医師、薬剤師統計）

薬剤師数 10万人当たり薬剤師数 H28からの増減

総数 薬局 病院 その他 総数 薬局 病院 その他 総数
人口10万
人当たり

佐久 418 291 106 21 202.0 140.6 51.2 10.1 21 11.6

上小 446 318 79 49 228.9 163.2 40.5 25.1 10 7.2

諏訪 390 219 116 55 200.0 112.3 59.5 28.2 2 3.3

上伊那 342 211 75 56 188.2 116.1 41.3 30.8 18 11.6

飯伊 283 176 75 32 179.6 111.7 47.6 20.3 15 13.0

木曽 45 19 10 16 169.0 71.4 37.6 60.1 1 10.8

松本 1,166 615 251 300 274.8 144.9 59.2 70.7 △ 5 0.5

大北 96 64 22 10 166.8 111.2 38.2 17.4 5 12.7

長野 1,159 754 233 172 216.8 141.1 43.6 32.2 34 8.8

北信 148 103 35 10 175.6 122.2 41.5 11.9 △ 1 3.7

県計 4,493 2,770 1002 721 217.8 134.3 48.6 34.9 100 7.4
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令和３年度 薬剤師の確保・育成に向けた主な事業

長野県健康福祉部薬事管理課

事業区分 事業名
予算額（千円）

令和３年度 令和２年度

医薬品適正使用・環境整備事業

○ 長野県地方薬事審議会 300
（証紙収入）

0
（証紙収入）

★ 薬局機能強化・連携体制構築事業※ 0
（事業終了）

3,460
（国委10/10）

地域医療介護総合確保基金事業

▲ 薬剤師を活用した在宅医療推進研修等事業 813
（基金繰入金）

760
（基金繰入金）

◆ 薬剤師復職・就業支援事業 1,855 2,048

※ 国のモデル事業終了に伴い長野県薬剤師会を主体とした施策展開にシフト

① 県内の薬局に勤務する薬剤師は、人口10万人当たり134.3人で全国平均（同142.7人）を下回る。
② 在宅医療への参画、「かかりつけ薬剤師・薬局」の推進等により、今後、さらなる薬剤師の確保が必

要となる。（薬局機能を充実させるためには、全県でさらに約1,000人の薬局薬剤師が必要（令和元年
度調査結果））

③ 県内に薬学部がない長野県では県外就職者が多く、また資格保有者の約６割が女性で、結婚・出産に
よる未就業状態等もあり、病院や薬局では以前から不足感が強い。

【課題】
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令和３年度 薬剤師の確保・育成に向けた主な事業

【施策展開】

ターゲット 若年層 Ｕ・Ｉターン／現任 未就業（潜在有資格者）

現状把握
●医療機関と薬局の連携をめぐる課題（入退院時における

患者の服薬状況等の情報連携など）等の解決策の検討
◆未就業理由等の現状把握
・分析

（●：長野県薬剤師会が主体）

関係機関連携
○●関係団体等と協働した薬剤師確保に向けた今後の方策

の検討
○◆復職支援方策等の検討

啓発／情報発信
●中高生を対象とした薬剤師セミナーの開催（県内２会

場）
◆新聞・ＨＰ等での研修会、
就職説明会の広報

マッチング
◆薬学生、Ｕ・Ｉターン希望者、県外在住未就業薬剤師をターゲットにした就職・復職

説明会（東京（銀座ＮＡＧＡＮＯ）、大宮、名古屋、北陸、ＷＥＢ）

スキルアップ
●中高生を対象とした薬剤

師セミナーの開催（県内
２会場）【再掲】

▲訪問薬剤管理指導推進の
ための知識・技能習得研
修（テーマ：特定保険医
療材料）

●かかりつけ薬局づくりに
向けた各薬局の機能強化

◆復職に向けた座学研修
（２回）・実習（病院・
薬局）の開催

◆未就業・復職間もない薬
剤師向けの受講しやすい
研修機会の確保（ｅ－
ラーニングシステム）

在宅医療提供体制と地域包括ケアシステムの充実

長野県薬剤師会等と共同で効果的に展開

薬剤師の確保・育成を推進


